


　

１
月
23
日
、
四
国
森
林
管
理
局
大
会
議

室
等
に
お
い
て
、「
平
成
29
年
度
四
国
森
林
・

林
業
研
究
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、野
津
山
局
長
か
ら
「
今

回
発
表
さ
れ
る
課
題
は
、
森
林
整
備
の
低

コ
ス
ト
化
や
木
材
利
用
を
は
じ
め
、
治
山
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
の
食
害
対
策
、
森
林
環
境

教
育
な
ど
多
く
の
今
日
的
課
題
に
つ
い
て

の
研
究
成
果
で
あ
り
大
変
有
意
義
な
内
容

で
あ
り
ま
す
。
発
表
さ
れ
る
方
々
が
取
り

組
ん
で
い
る
課
題
が
、
こ
れ
か
ら
の
森
林
・

林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
取
組
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

65
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
研
究
発
表
会

に
は
、
局
署
職
員
の
ほ
か
教
育
機
関
、
県
、

市
町
村
、
研
究
機
関
、
民
間
企
業
等
か
ら

23
課
題
（
特
別
発
表
含
む
）
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
伐
採
・
造
林
の
一
貫
作
業
、

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
に
よ
る
省

力
化
・
低
コ
ス
ト
化
、
獣
害
対
策
等
に
関

す
る
研
究
成
果
や
、
高
知
県
立
高
知
農
業

高
校
、
高
知
県
立
高
知
工
業
高
校
の
学
生

が
学
習
活
動
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
活
動
に
関
す
る
発
表
も
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
発
表
終
了
後
に
は
、
会
場
か
ら
多

く
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
会
で
は
、
内
容
は
勿
論
の

こ
と
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、
動
画

を
使
用
し
た
発
表
が
増
え
る
な
ど
、
聴
く

側
に
分
か
り
易
い
配
慮
が
見
受
け
ら
れ
、

会
場
に
は
、
聴
講
者
を
含
め
140
名
を
超
え

る
方
々
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
四
国
森
林
管
理
局
長
賞

と
し
て
部
門
毎
に
最
優
秀
賞
一
課
題
、
優

秀
賞
一
課
題
、
奨
励
賞
が
選
出
さ
れ
、
野

津
山
局
長
か
ら
各
受
賞
者
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
森
林
技
術
協
会
理
事
長
賞
、

日
本
森
林
林
業
振
興
会
長
賞
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
一
課
題
選
出
さ
れ
、
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
江
坂
業
務
管
理
官
よ
り
、「
発

表
者
、
聴
講
者
は
も
と
よ
り
審
査
を
務
め
ら

れ
た
委
員
の
皆
さ
ま
方
、
ま
た
、
開
催
に
あ

た
り
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
方
々
に
感
謝
し
、

今
回
発
表
さ
れ
た
成
果
等
を
今
後
の
業
務

等
に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
閉
会
の
挨

拶
を
述
べ
、
発
表
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
発
表
課
題
と
審
査
結
果

は
３
頁
か
ら
４
頁
の
と
お
り
で
す
。

　

発
表
要
旨
は
、
四
国
森
林
管
理
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.rinya.m

aff.go.jp/
shikoku/release/hukyu/2

0
1
8
0
1
2
4
.htm
l

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

最
優
秀
賞
受
賞
者
の
皆
様

森
林
技
術
部
門

【
四
国
森
林
管
理
局
長
賞
】

●
最
優
秀
賞

　

一
般
社
団
法
人
高
知
県
山
林
協
会
技
術
員

�
竹
中　

義
博
氏

会場の様子

　

株
式
会
社�

四
国
ト
ラ
イ�

吉
村　

典
宏
氏

森
林
ふ
れ
あ
い
部
門

【
四
国
森
林
管
理
局
長
賞
】

●
最
優
秀
賞

　

高
知
県
立
高
知
工
業
高
等
学
校

　
　

建
築
課
三
年
生
の
皆
さ
ま

森
林
保
全
部
門

【
四
国
森
林
管
理
局
長
賞
】

●
最
優
秀
賞

　

安
芸
森
林
管
理
署

　
　

係
員�

武
市　

泰
典
氏

　

大
井
森
林
事
務
所

　
　

係
員�

小
杉　

陵
太
氏

表彰状授与
（高知県立高知工業高等学校）



【
日
本
森
林
技
術
協
会
理
事
長
賞
】

　

四
万
十
森
林
管
理
署

　
　

森
林
技
術
専
門
官�

酒
井　

克
馬
氏

　
　

森
林
整
備
官�

西
村　

知
己
氏

【
日
本
森
林
林
業
振
興
会
会
長
賞
】

　

高
知
県
須
崎
林
業
事
務
所

　
　

振
興
課
長�

諏
訪　

貴
信
氏

受�賞�名
発　　表　　課　　題

（部門別）　　

　発　　　　表　　　　　者

所　　　　　　属 氏　　　名

優 秀 賞

　一貫作業システム（一括発注）におけ

る低コスト化への取り組みについて

� （森林技術部門）

嶺北森林管理署　森林整備官

　　　　　　　　総括森林整備官

斎
さいとう

藤　充
みつはる

治

橋
はしぐち

口　福
ふくお

男

日本森林技術

協会理事長賞

　繊維ロープを使用した集材研修会後の

検証について

� （森林技術部門）

四万十森林管理署森林技術専門官

　　　　　　　　森林整備官

酒
さかい

井　克
かつま

馬

西
にしむら

村　知
ともみ

己

奨 励 賞

　活動中の大規模地すべりにおける初期

調査　ー祖谷川地区西山地すべりー

� （森林技術部門）

徳島森林管理署

　祖谷川第一治山事業所治山技術官

　国土防災株式会社四国支店長

敷
しきち

地　友
ともかず

和

宮
みやもと

本　卓
たくや

也

最 優 秀 賞

　林道・作業道計画におけるデジタル技

術の活用

� （森林技術部門）

一般社団法人高知県山林協会技術員

　株式会社　四国トライ

竹
たけなか

中　義
よしひろ

博

吉
よしむら

村　典
のりひろ

宏

奨 励 賞

　電気柵によるシカ食害対策の検証結果

について

� （森林技術部門）

高知中部森林管理署

　　　　　　　　主任森林整備官

　　　　　　　　地域技術官

大
おおの

野　登
たかひさ

央

萩
はぎ の

野　伸
しんじ

二

奨 励 賞
　林業用除草剤を利用した下刈り省力化

への取り組みについて� （森林技術部門）

住友林業株式会社山林部

新居浜山林事業所　所長

杉
すぎやま

山　純
よしゆき

之

喜
きわ た

綿　真
しんいち

一 宮
みや ぎ

城　正
まさあき

明

奨 励 賞

　愛媛県西予地域における森林整備拡大

に向けた担い手確保・育成の取組

� （森林技術部門）

愛媛県南予地方局産業経済部

八幡浜支局森林林業課　技師

　　　　　　　　　　　技師

中
なかむら

村　仁
ひととし

駿

水
みず た

田　そら

奨 励 賞
　UAVを用いた樹幹投影図の作成

� （森林技術部門）

高知大学農学部　４年生

高知大学農林海洋科学部　准教授

湯
ゆあさ

浅　美
みさき

咲

松
まつおか

岡　真
まさゆき

如

矢
やじ ま

島　由
よしひろ

寛

優 秀 賞

　森林官による地域活動について

　ー小田を任され、小田に意気るー

� （森林ふれあい部門）

愛媛森林管理署

　小田第一森林事務所　森林官

　小田第二森林事務所　森林官

野
のむら

村　祐
ゆうき

樹

水
みず た

田　英
えいじ

司

日本森林林業

振興会会長賞

　産地商談会による FSC 認証材、四万十

ヒノキの販路拡大の取り組み

� （森林ふれあい部門）

高知県須崎林業事務所

振興課長 諏
す わ

訪　貴
たかのぶ

信

平成 29年度　四国森林・林業研究発表会　発表課題及び審査結果

（発表順）　



受�賞�名
発　　表　　課　　題

（部門別）　　

　発　　　　表　　　　　者

所　　　　　　属 氏　　　名

奨 励 賞
�シキミ生産・販売に関する活動

� （森林ふれあい部門）

高知県立高知農業高等学校

　森林総合科 2年生

藤
ふじた

田　佑
ゆうせい

成

野
のむ ら

村　　光
ひかる 土

ど い

居　季
としき

樹

奨 励 賞

　飯野山＜讃岐富士＞の市民参加による

登山道整備　～一日一石運動～

� （森林ふれあい部門）

丸亀市スポーツ推進課

香川森林管理事務所係員

江
えぶち

渕　貴
たかひこ

彦

﨑
さきかわ

川　龍
たつや

也

最 優 秀 賞

　朝倉米田公園の地域住民との協同整備

計画

� （森林ふれあい部門）

高知県立高知工業高等学校

　建築科３年生

小
こまつ

松　拓
たくま

真

野
のむ ら

村　龍
りゅうせい

青

藤
ふじまる

丸　　翔
しよう

古
ふる や

谷　世
せ な

永

古
ふる や

谷　　諒
りょう

横
よこやま

山　　雄
ゆう

和
わ だ

田　渉
あゆむ

夢

渡
わたなべ

邊　悠
ゆうり

理

奨 励 賞

　再造林地でのノウサギ食害対策につい

て（経過報告）

� （森林保全部門）

四国森林管理局　森林技術・支援セ

ンター企画官 那
な す

須　　悟
さとる

最 優 秀 賞

　くくり罠を用いたシカの効率的な捕獲

方法の試行

� （森林保全部門）

安芸森林管理署　係員

大井森林事務所　係員

武
たけいち

市　泰
やすのり

典

小
こす ぎ

杉　陵
りょうた

太

優 秀 賞

林床植生の保全を目的に設置した防鹿柵

の隣接地域における植生回復過程

（森林保全部門）

高知大学理学部

　大学院理学専攻１年

　　　　　　　　教授

　　　　　　　　講師

池
いけだ

田　華
かゆう

優

石
いしかわ

川　慎
しんご

吾

比
ひ が

嘉　基
もとき

紀

奨 励 賞

　ニホンジカの被害対策とドローンを活

用した鹿防護網の見回り

（森林保全部門）

四万十森林管理署

　　窪川・中津川事務所係員 津
つ の

野　友
とものり

謹

奨 励 賞

　近世から近代への「公益性」の継承と

展開過程　ー四国の保安林を事例にー

� （森林保全部門）

高知大学地域連携推進センター

　　　　　　　　特任講師 赤
あかいけ

池　慎
しんご

吾

　四国地域におけるヒノキ第二世代精英

樹（エリートツリー）の着花特性につい

て

※特別発表

森林総合研究所林木育種センター

　関西育種場　遺伝資源管理課

　四国増殖保存園管理係

林木育種センター　育種研究室長

林木育種センター　育種課長

飯
いいだ

田　啓
よしさと

達

三
みう ら

浦　真
まさひろ

弘

久
く ぼ た

保田正
まさひろ

裕

　愛媛県における広葉樹苗植栽指標の作

成　ー種苗の移動・配布ガイドラインー

� ※特別発表

愛媛県農林水産研究所

　林業研究センター　主任研究員 西
にしはら

原　寿
よしあき

明

　乾燥条件の異なる構造材の強度性能に

関する研究

※特別発表

高知県立森林技術センター

　　　　　　　　主任研究員 盛
もりた

田　貴
たかお

雄

　皆伐地でのニホンジカ捕獲による苗木

被害抑制効果の検討

※特別発表

森林総合研究所四国支所

　森林生態系変動研究グループ

　　　　　　　　主任研究員
大
おおたに

谷　達
たつや

也

　森林における GNSS の位置精度の評価

※特別発表

高知大学農学部・４年生

高知大学　准教授

日本森林林業振興会高知支部支部長

上
かみつはら

津原太
たい ち

一

松
まつおか

岡　真
まさゆき

如

川
かわかみ

上　利
としつぐ

次



　

１
月
の
異
動
に
よ
り
四
国
を
離
れ
、
東
京

で
の
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
四
国
土
佐
で
過

ご
し
た
３
年
あ
ま
り
を
少
し
振
り
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
は
、
四
国
４
県
で
約

20
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
全
国
の
国
有
林
面
積
の

僅
か
４
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
急
峻
な
山
で

の
仕
事
の
困
難
さ
は
、
他
の
地
域
で
は
比
類

あ
り
ま
せ
ん
。

　

在
任
中
は
、
災
害
復
旧
治
山
、
ヤ
ナ
セ
ス

ギ
の
間
伐
、
希
少
種
の
保
全
、
獣
害
対
策
、

人
材
の
育
成
、
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
な
ど
た

く
さ
ん
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
成
果
へ
の
言
及
は
お
こ
が
ま
し
い
の
で

す
が
、
自
分
と
し
て
は
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
さ
満
載
の
四
国
４
県
を
語
る
に

は
制
約
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
高
知
、
土

佐
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
高
知
に
は
素
晴
ら
し
い
植
物
園
が

あ
り
ま
す
。
我
が
国
植
物
学
の
祖　

牧
野
富

太
郎
氏
の
生
誕
地
を
記
念
し
て
造
ら
れ
た
高

知
県
立
牧
野
植
物
園
で
す
。
高
知
に
生
育
す

る
種
は
も
と
よ
り
、
こ
こ
で
し
か
出
会
え
な

い
希
少
種
、
世
界
各
地
の
木
本
・
草
本
類
が

広
い
園
内
に
所
狭
し
と
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
は
、
入
園
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

質
で
す
。
夜
に
咲
く
・
香
る
花
を
見
る
「
夜

マ
キ
ノ
」、
夜
の
観
桜
会
や
観
月
会
、
体
験
型

の
薬
用
作
物
観
察
な
ど
、
楽
し
み
は
尽
き
ま

せ
ん
。
高
知
の
誇
る
ス
ポ
ッ
ト
し
て
多
く
の

人
に
是
非
訪
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
佐
と
い
え
ば
、
や
は
り
美
味
い

酒
と
新
鮮
な
魚
、
果
菜
で
し
ょ
う
。
蔵
元
の

春
の
蔵
開
き
は
、
辛
党
に
は
た
ま
ら
な
い
催

し
で
す
。
鰹
は
じ
め
、
室
戸
の
キ
ン
メ
、
足

摺
の
鯖
、
四
万
十
の
鰻
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま

な
く
、
土
佐
の
人
情
に
触
れ
、
地
の
も
の
を

食
す
る
悦
び
は
、
私
に
と
っ
て
得
難
い
経
験

で
し
た
。

　

高
知
市
内
の
朝
市
で
は
、
馴
染
み
の
お
ば

ち
ゃ
ん
と
会
話
し
な
が
ら
の
買
い
物
も
ま
た

楽
し
、
で
し
た
。
土
佐
の
人
た
ち
は
、
な
ん

と
贅
沢
で
、
恵
ま
れ
た
生
活
を
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
生
活
体
験
が

わ
ず
か
３
年
足
ら
ず
で
終
え
て
し
ま
っ
た
こ

と
は
、
な
ん
と
も
残
念
で
し
た
。
最
後
に
、

一
応
仕
事
も
一
生
懸
命
し
て
お
り
ま
し
た
こ

と
を
付
け
加
え
て
、
ペ
ン
を
お
き
ま
す
。
高

知
の
皆
さ
ん
、
四
国
の
皆
さ
ん
、
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
訪
れ
る
機
会
ま
で
。



無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）

講
習
会
開
催

〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉

　

昨
年
12
月
に
四
万
十
市
と
梼
原
町
に

お
い
て
、
地
方
自
治
体
職
員
等
を
対
象

と
し
た
ド
ロ
ー
ン
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

①
講
習
会
（
四
万
十
市
）

　

12
月
５
日
、
四
万
十
市
防
災
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
29
年
度
幡
多
流
域

林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
第
１
回
）
研
修

会
」
に
お
い
て
、
局
・
署
職
員
が
講
師
と

な
り
、
森
林
・
林
業
に
お
け
る
ド
ロ
ー

ン
の
利
活
用
、
操
作
に
関
す
る
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
高
知
県
幡
多
林

業
事
務
所
、
幡
多
流
域
内
の
市
町
村
役
場

及
び
森
林
組
合
の
職
員
24
名
参
加
し
ま
し

た
。

実技講習の様子（四万十市）

　

初
め
に
四
国
森
林
管
理
局
業
務
管
理
官

か
ら
森
林
・
林
業
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の

利
活
用
に
つ
い
て
、
続
い
て
企
画
調
整
課

課
長
補
佐
か
ら
関
連
法
規
及
び
操
作
等
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
話
を
行
い
ま
し

た
。

　

講
話
終
了
後
、
四
万
十
川
河
川
敷
へ
移

動
し
、
飛
行
操
縦
の
実
技
講
習
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
今
後
の
業
務
運

営
の
効
率
性
・
省
力
化
を
推
進
す
る
上
で
、

購
入
し
た
い
。」
等
の
声
が
あ
り
、
有
意
義

な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

②
講
習
会
（
梼
原
町
）

　

12
月
７
日
、
梼
原
町
『
ゆ
す
は
ら
・
夢
・

未
来
館
』
等
に
お
い
て
、
森
林
・
林
業
に

お
け
る
業
務
の
省
力
化
・
効
率
化
の
推
進

及
び
災
害
対
応
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
活
用

を
目
的
と
し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
習
会
に
は
高
知
県
須
崎
林
業
事
務

所
、
梼
原
町
役
場
及
び
森
林
組
合
等
の
職

員
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
局
・
署
職
員
が
講
師
と
な
り
、

関
連
法
規
等
に
係
る
座
学
講
習
、
飛
行

操
縦
実
技
講
習
、
山
林
に
お
け
る
飛
行

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
行
い
ま

6

各地のたより 目次

無人航空機（ドローン）講習
会開催

東中筋小学校でシイタケの駒
打ち体験

身近な材料を使って簡易な方
法での炭焼き体験

２校で木工クラフト学習

労働災害防止に係る現地検討
会を開催

グリーン四国№ 1175



東
中
筋
小
学
校
で

シ
イ
タ
ケ
の
駒
打
ち
体
験

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

１
月
18
日
、
四
万
十
市
立
東
中
筋
小
学

校
の
「
山
の
学
習
」
で
、
５
年
生
16
名
を

対
象
に
シ
イ
タ
ケ
の
駒
打
ち
体
験
学
習
を

指
導
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
教
室
で
、「
キ
ノ
コ
」
の
こ
と

や
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
方
法
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
校
庭
に
出
て
駒
打
ち
の
体
験

で
す
。
電
動
ド
リ
ル
の
使
用
方
法
や
原
木

の
穴
開
け
方
法
、
作
業
の
注
意
点
等
を
実

演
を
交
え
て
説
明
し
た
後
、
５
班
に
分
か

れ
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

ク
ヌ
ギ
原
木
に
種
駒
を
木
槌
で
打
ち
込

む
な
ど
、
み
ん
な
が
協
力
し
て
作
業
を
進

め
た
結
果
、
ほ
だ
木
50
本
余
り
が
完
成
し

ま
し
た
。
ほ
だ
木
は
家
に
持
ち
帰
っ
て
シ

イ
タ
ケ
が
生
え
る
過
程
を
観
察
す
る
そ
う

で
す
。

　

終
わ
り
に
児
童
か
ら
、「
電
動
ド
リ
ル
を

使
っ
た
穴
開
け
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
少

し
緊
張
し
た
け
ど
、
よ
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。」「
シ
イ
タ
ケ
が
生
え
る
の
が
と
て

も
楽
し
み
で
す
。」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
シ
イ
タ
ケ
の
駒
打
ち
体
験
を
通

じ
て
、
児
童
達
が
森
林
や
林
業
へ
の
関
心

や
理
解
を
深
め
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
材
料
を
使
っ
て
簡
易

な
方
法
で
の
炭
焼
き
体
験

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

１
月
10
日
、
愛
媛
県
松
野
町
立
松
野
西

小
学
校
の
４
年
生
15
名
を
対
象
に
し
た
今

年
度
第
６
回
目
の
森
林
環
境
教
育
と
し
て

炭
焼
き
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
炭
の
種
類
や
利
用
方
法
、

炭
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
し
、
続
い
て
炭

焼
き
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
達
は
職

7

し
た
。

　

デ
モ
飛
行
で
は
、
森
林
調
査
や
遭
難
者

捜
索
を
行
う
場
面
を
想
定
し
、
ド
ロ
ー
ン

を
飛
行
さ
せ
、
飛
行
の
様
子
や
ド
ロ
ー
ン

が
撮
影
し
た
映
像
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

に
よ
り
、
山
林
で
の
業
務
が
い
か
に
安
全

か
つ
効
率
的
に
実
行
で
き
る
か
を
認
識
し

た
。」
等
の
声
が
あ
り
、
有
意
義
な
講
習
会

と
な
り
ま
し
た
。

実技講習の様子（梼原町）

グリーン四国№ 1175

電動ドリルで原木に穴を開ける様子

簡易な炭焼きの様子
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ブリキ缶から炭の取り出しの様子。ちゃんと炭になってました。

グリーン四国№ 1175

２
校
で
木
工
ク
ラ
フ
ト
学
習

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

12
月
11
日
、
四
万
十
市
立
東
中
筋
小
学

校
の
１
～
３
年
生
と
５
年
生
の
計
34
名
、

１
月
17
日
に
は
四
万
十
市
立
中
村
小
学
校

の
１
・
２
年
生
計
75
名
を
対
象
に
木
工
ク

ラ
フ
ト
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
東
中
筋
小
学
校
で
は
、
木
材
に

は
優
れ
た
性
質
や
欠
点
も
あ
り
、
木
材
を

工
夫
し
て
色
々
な
物
や
場
所
に
使
っ
て
い

る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
村
小
学
校
で
は
紙
芝
居
「
森も

り

」

で
、
人
工
林
は
人
に
よ
る
手
入
れ
が
大
切

員
か
ら
手
順
や
注
意
点
を
聞
き
、
ブ
リ

キ
缶
の
中
に
も
み
殻
と
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ

や
ド
ン
グ
リ
、
折
り
紙
な
ど
自
分
達
で

作
っ
た
物
を
詰
め
て
ド
ラ
ム
缶
の
た
き

火
の
中
へ
並
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ア

ル
ミ
ホ
イ
ル
に
包
ん
だ
イ
モ
が
炭
に
な

る
か
ど
う
か
も
合
わ
せ
て
実
験
し
ま
し

た
。

　

炭
に
な
る
ま
で
の
待
ち
時
間
で
色
々
な

炭
の
実
物
を
観
察
し
ま
し
た
。
白
炭
と
黒

炭
を
ノ
コ
ギ
リ
で
切
断
す
る
実
験
で
は
、

黒
炭
は
簡
単
に
切
れ
た
の
に
対
し
て
白
炭

は
堅
く
て
な
か
な
か
切
断
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
白
炭
の
備
長
炭
を
木
の
バ
チ
で

叩
く
と
「
チ
ン
チ
ン
」
と
鉄
琴
の
よ
う
な

綺
麗
な
金
属
音
が
す
る
の
で
、
児
童
達
が

唄
っ
て
叩
い
て
即
席
の
ミ
ニ
演
奏
会
も
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
た
き
火
の
中
か
ら
ブ
リ
キ
缶

取
り
出
し
、
冷
め
る
の
を
待
つ
間
に
ア
ル

ミ
ホ
イ
ル
を
開
け
る
と
、
イ
モ
は
皮
の
表

面
だ
け
が
黒
く
焦
げ
、
炭
に
は
な
ら
ず
失

敗
で
し
た
が
、
ほ
く
ほ
く
の
「
焼
き
芋
」

が
で
き
あ
が
り
み
ん
な
で
お
い
し
く
食
べ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ブ
リ
キ
缶
を
開
け
る
と
折
り

紙
や
ド
ン
グ
リ
、
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
な
ど
は

実
験
成
功
で
、
見
事
に
「
炭
」
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
児
童
達
か
ら
、「
年
間
を
通
じ

た
森
林
学
習
で
、
森
林
の
大
切
さ
、
自
然

の
大
切
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
め
っ
ち
ゃ

楽
し
か
っ
た
。」
と
お
礼
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

当
所
と
し
て
も
継
続
し
た
森
林
環
境
教

育
を
通
し
て
、
森
林
の
大
切
さ
や
木
材
利

用
に
つ
い
て
の
理
解
が
よ
り
深
ま
っ
た
も

の
と
考
え
ま
す
。

で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
２
校
と
も
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
板

で
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
等
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
製

作
し
ま
し
た
。
児
童
達
は
夢
中
に
な
っ
て

製
作
し
、
そ
れ
ぞ
れ
作
品
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　

最
後
に
児
童
達
か
ら
感
想
の
発
表
が

あ
り
、
「
紙
芝
居
を
見
て
木
や
森
、
自
然

の
大
切
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
」
、
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
良
く
出
来
た

の
で
家
族
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま木材の特徴について知る実験の様子（東中筋小学校）
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労
働
災
害
防
止
に
係
る
現

地
検
討
会
を
開
催

〈
嶺
北
森
林
管
理
署
〉

　

昨
年
11
月
22
日
、
嶺
北
森
林
管
理
署
管

内
の
立た

て
わ
り
ふ
か
ん
と
う
や
ま

割
不
寒
冬
山
国
有
林
の
生
産
請
負

事
業
現
場
に
お
い
て
、
嶺
北
森
林
管
理
署

と
高
知
中
部
森
林
管
理
署
が
合
同
で
労
働

災
害
防
止
に
係
る
現
地
検
討
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

現
地
検
討
会
は
、
請
負
生
産
・
立
木
販

売
事
業
を
実
施
し
て
い
る
事
業
体
の
現
場

代
理
人
を
対
象
に
、
林
業
・
木
材
製
造
業

　

最
後
に
、
森
野
高
知
中
部
森
林
管
理
署

長
の
閉
会
の
挨
拶
で
検
討
会
を
終
了
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
現
地
検
討
会
を
開
催

し
た
こ
と
は
当
署
と
し
て
は
初
め
て
で
あ

り
、
参
加
者
か
ら
は
、「
同
じ
事
業
を
実

施
し
て
い
る
他
の
現
場
を
見
る
機
会
も
無

く
、
ま
た
、
現
場
従
業
員
間
で
の
意
見
交

換
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ
っ

た
。」
と
の
声
も
あ
り
、
平
成
30
年
度
に

も
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

労
働
災
害
防
止
協
会
（
以
下
「
林
災
防
」）

高
知
支
部
、
四
国
森
林
管
理
局
請
負
事
業

体
連
絡
協
議
会
、
高
知
県
素
材
生
産
業
協

同
組
合
連
合
会
、
高
知
県
森
林
組
合
連
合

会
に
も
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
川
久
保
嶺
北
森
林
管
理
署
長

よ
り
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
、
林

災
防
高
知
支
部
の
宗
﨑
事
務
局
長
よ
り
、

最
近
の
死
亡
災
害
の
概
要
や
林
業
に
お
け

る
労
働
災
害
の
発
生
状
況
等
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
現
地
へ
移
動
し
、
作
業
道
か

ら
グ
ラ
ッ
プ
ル
で
の
単
線
地
曳
き
集
材
作

業
及
び
チ
ェ
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
倒
作
業
の

視
察
及
び
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
単
線
地
曳
き
集
材
作
業
で
の
繊

維
ロ
ー
プ
使
用
に
関
心
が
高
く
、「
軽
い
の

で
労
働
負
荷
の
軽
減
に
な
り
移
動
時
の
安

全
確
保
に
も
つ
な
が
る
。」、「
切
断
、
擦
れ

は
あ
る
が
繋
ぎ
は
案
外
容
易
で
あ
る
。」、

「
同
じ
事
業
体
で
も
作
業
班
に
よ
っ
て
は
、

ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
の
方
が
使
い
や
す
い
。」

等
、
様
々
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
伐
倒
作
業
で
は
伐
倒
方
向
の
確
認

や
同
僚
の
立
入
禁
止
区
域
へ
の
注
意
喚
起

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

し
た
。

　

今
回
の
森
林
環
境
教
育
を
通
し
て
木
材

の
良
さ
や
森
林
の
大
切
さ
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

木工クラフト製作の様子（中村小学校）

開会挨拶

集材作業を見る参加者



10

　

高
知
県
は
全
国
よ
り
15
年
先
行
し
て
平

成
２
年
か
ら
人
口
が
自
然
減
に
転
じ
て
い

ま
す
。
人
口
の
減
少
は
働
き
手
の
減
少
と

県
内
市
場
の
縮
小
を
招
き
、
全
国
的
な
景

気
回
復
の
波
に
乗
れ
ず
、
負
の
ス
パ
イ
ラ

ル
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
県

内
の
第
１
～
３
次
産
業
ま
で
全
て
の
産
業

分
野
を
横
断
し
て
「
地
産
外
商
」
を
進
め

本
県
経
済
の
体
質
強
化
を
図
る
「
高
知
県

産
業
振
興
計
画
」
を
策
定
し
平
成
21
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
高
知
県
産
業
振
興
計
画
は
第
３

期
（
Ｈ
28
～
31
）
の
２
年
目
＝
Ver
２
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
の
特
色
と
し

て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
し
っ
か
り
回
し
て
い
く

た
め
、
知
事
を
本
部
長
と
す
る
「
産
業
振

興
計
画
推
進
本
部
」
を
年
５
～
６
回
、
外

部
有
識
者
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員

会
を
年
３
回
開
催
し
て
、
各
分
野
毎
の
進

捗
状
況
を
確
認
し
目
標
ど
お
り
進
捗
し
て

い
な
け
れ
ば
、
年
度
途
中
で
も
見
直
し
や

追
加
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
年
度
末
に

は
次
年
度
に
む
け
て
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

も
検
討
し
て
毎
年
度
の
当
初
予
算
に
反
映

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

高
知
県
は
森
林
率
が
84
％
で
全
国
１
位
。

民
有
林
面
積
は
約
47
万
ha
、
そ
の
内
、
私
有

林
人
工
林
は
約
６
割
、
27.5
万
ha
に
も
達
し
、

私
有
林
人
工
林
面
積
で
は
北
海
道
（
54.7
万

ha
）、
岐
阜
県
（
28.2
万
ha
）
に
次
い
で
全
国

３
位
で
す
。
こ
の
よ
う
に
高
知
県
は
県
土

の
ほ
と
ん
ど
が
森
林
で
あ
り
、
利
用
可
能

な
人
工
林
が
豊
富
に
存
在
し
ま
す
。

　

尾
﨑
正
直
高
知
県
知
事
は
、
日
頃
か
ら

「
林
業
の
再
生
無
く
し
て
中
山
間
地
域
の

再
生
な
し
。
中
山
間
地
域
の
再
生
無
く
し

て
県
勢
の
浮
揚
無
し
。」
と
の
発
言
を
繰

り
返
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
言
葉
ど
お
り
、

第
３
期
高
知
県
産
業
振
興
計
画
の
林
業
分

野
で
は
、「
柱
１
原
木
生
産
の
さ
ら
な
る
拡

大
」、「
柱
２
加
工
体
制
の
強
化
」、「
柱
３

流
通･

販
売
体
制
の
確
立
」、「
柱
４
木
材

需
要
の
拡
大
」、「
柱
５
担
い
手
の
育
成･

確
保
」
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で
５
つ
の
施

策
を
掲
げ
、
こ
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
余

す
こ
と
な
く
活
用
し
て
林
業
の
成
長
産
業

化
を
実
現
し
、「
山
で
若
者
が
働
く
全
国
有

数
の
国
産
材
産
地
」
を
目
指
す
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
、
第
３
期
Ver
３
で
は
、
林

業
分
野
は
「
Ａ
材
の
需
要
拡
大･

販
売
促

進
対
策
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
Ａ
材

を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
原
木
全
体
の

増
産
に
向
け
た
取
組
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
一
般
製
材
品
を
活
用
し
た
非
住
宅
木

造
建
築
物
へ
の
支
援
や
一
般
製
材
品
の
県

外
へ
の
販
売
支
援
の
強
化
、
製
材
事
業
体

の
経
営
力
強
化
な
ど
の
施
策
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

高
知
県
産
業
振
興
計
画
の
各
種
施
策
を

常
に
磨
き
上
げ
、
官
民
一
体
で
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
、
原
木
生
産
量
や
製
材
品
県

外
出
荷
量
の
増
加
な
ど
林
業
分
野
の
指
標

が
向
上
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
有
効
求

人
倍
率
や
一
人
当
た
り
の
県
民
所
得
な
ど

経
済
全
体
の
指
標
も
向
上
し
て
お
り
、
人

口
減
少
下
に
あ
っ
て
も
拡
大
す
る
経
済
に

構
造
が
転
換
し
つ
つ
あ
る
段
階
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
着
実
な
も
の
と
し
、

高
知
県
の
森
林･

林
業･

木
材
産
業
に
お

け
る
拡
大
再
生
産
の
好
循
環
の
実
現
に
向

け
て
、
引
き
続
き
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
と

連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。�県内製材工場の一般製材品 タワーヤーダーよる原木生産



　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

こ
こ
で
は
、
林
野
庁
四
国
森
林
管
理
局

に
入
庁
後
、
各
署
に
配
属
さ
れ
て
頑
張
っ

て
い
る
若
獅
子
【
ヤ
ン
グ
ラ
イ
オ
ン
】
に
、

入
庁
後
の
印
象
や
今
後
の
夢
な
ど
を
聞
か

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
第
１
回
目
は
、
徳
島
森
林

管
理
署
業
務
グ
ル
ー
プ
の
「
谷
脇�

は
る
か
」

さ
ん
（
平
成
28
年
度
入
庁
）
で
す
。

　
　
　

�

職
場
に
入
る
前
の
印
象
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

国
家
公
務
員
の
２
次
試
験
の
合
格
発
表

後
、
四
国
森
林
管
理
局
の
職
員
が
、
私
の

通
っ
て
い
た
高
校
へ
職
場
説
明
に
来
て
く

だ
さ
っ
た
時
に
こ
の
職
場
の
存
在
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
お
話
し
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
の
髪
型
が
ど
う
し
て
も
オ

ラ
オ
ラ
系
に
し
か
見
え
な
い
う
え
に
、
男

性
が
多
い
職
場
だ
と
聞
い
て
い
た
の
で
、

ち
ょ
っ
と
怖
い
職
場
な
の
か
な
と
感
じ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
（
実
際
は
よ
く
笑
い
か

け
て
く
だ
さ
る
と
て
も
優
し
い
方
で
し

た)
。

　
　
　

�
入
庁
後
の
印
象
は
ど
う
で
し
た

か
？

　

怖
い
印
象
を
持
っ
た
ま
ま
入
っ
た
職
場

で
し
た
が
、
実
際
は
皆
さ
ん
と
て
も
優
し

く
て
、
こ
の
職
場
に
入
っ
て
正
解
だ
っ
た

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

�

２
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
楽
し
い
時
っ
て
ど
ん
な
事
が

あ
り
ま
す
か
？

　

入
庁
当
初
は
地
下
足
袋
で
山
を
歩
く
時

の
足
音
が
新
鮮
で
、
地
面
を
踏
む
た
び
季

節
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
で
楽
し
か
っ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
気
に
も
な

ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
当
初
の
よ
う
な

ピ
ュ
ア
な
心
は
ど
こ
か
に
落
と
し
て
き
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　

�

苦
労
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
正
直
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
ん
な
こ
と
は
滅
多
に
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
も
と
も
と
虫
が
苦
手
な
私
に
と
っ

て
車
内
に
ア
ブ
を
３
匹
つ
れ
た
ま
ま
現
場

か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き
は
気
が
気
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
一
緒
に
出
張
に

行
っ
た
上
司
か
ら
は
手
で
叩
け
ば
い
い
と

教
わ
り
ま
し
た
が
、
今
で
も
そ
の
よ
う
な

技
は
使
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

�

色
々
な
業
務
研
修
を
受
講
し
た
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
業
務
の

見
え
方
は
変
わ
り
ま
し
た
か
？

　

最
近
で
は
実
務
や
職
場
の
方
と
の
会
話

を
通
し
て
、
研
修
で
習
っ
た
知
識
が
少
し

ず
つ
自
分
の
中
で
増
え
て
い
る
こ
と
を
実

感
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
理
解
で

き
る
こ
と
が
増
え
て
く
る
と
、
林
業
の
こ

と
を
何
も
知
ら
な
い
状
態
で
入
っ
た
時
に

比
べ
て
仕
事
も
楽
し
い
で
す
。

　
　
　

�

今
後
の
抱
負
な
ど
を
教
え
て
く
だ

さ
い

　

ま
ず
は
、
研
修
を
し
っ
か
り
受
講
し
て

今
以
上
に
知
識
を
つ
け
た
い
で
す
ね
。
分

か
ら
な
か
っ
た
事
が
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
は
、
学
生
の
頃
と
同
じ
よ
う
に

新
鮮
で
す
。
上
司
や
職
場
の
先
輩
の
よ
う

に
立
派
に
業
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
よ

り
上
を
目
指
し
て
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

あ
と
は
、
お
酒
を
飲
め
る
年
齢
に
な
っ

た
の
で
、
研
修
後
の
懇
親
会
も
と
て
も
楽

し
み
で
す
。
職
場
の
お
姉
さ
ん
達
と
、
居

酒
屋
巡
り
し
て
み
た
い
で
す
。

　

平
成
28
年
度
に
採
用
さ
れ
、
約
２
年
が

経
過
し
、
業
務
に
関
す
る
知
識
も
増
え
、

職
場
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。
虫
が
苦
手
だ
と
い
う
話
を
聞

い
て
、
自
分
が
新
採
時
に
現
場
の
方
と
食

べ
た
蜂
の
子
の
味
が
「
ピ
ス
タ
チ
オ
」
に

似
て
い
た
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

【�

栄�

談
】

谷脇　はるかさん

職場説明をしてくださった
オラオラ系の優しい？先輩

職場での思い出（ドローン講習会）



　

清
水
・
貝
の
川
森
林
事
務
所
は
、
高

知
県
の
西
南
部
に
位
置
し
、
東
は
土
佐

清
水
市
下
ノ
加
江
の
長
笹
山
か
ら
西
は

大
月
町
泊
浦
の
弦
場
山
ま
で
の
広
範

囲
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
国
有
林
約

５
５
０
０
ha
、
官
行
造
林
約
250　

を
首

席
森
林
官
、
森
林
技
術
員
、
再
任
用
職

員
合
わ
せ
て
５
名
で
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

海
岸
線
沿
い
の
国
有
林
は
、
足
摺
宇

和
海
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

大
月
町
に
は
観
音
様
の
立
ち
姿
に
似
て

い
る
観
音
岩
で
知
ら
れ
る
「
大お
お
ど
う
か
い
が
ん

堂
海
岸
」、

ダ
イ
ビ
ン
グ
や
磯
釣
り
で
有
名
な
「
柏

島
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
四
国
最
南

端
の
岬
「
足
摺
岬
」
が
あ
り
、
高
さ
約

80
ｍ
の
断
崖
か
ら
見
下
ろ
す
太
平
洋
は

絶
景
で
す
。
ま
た
、
巨
石
が
林
立
す
る

「
唐と

う

じ

ん

だ

ば

人
駄
場
遺
跡
」
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
資
料
館
」
な
ど
数
多
く

観音岩

筆者

足摺岬佐田山国有林

の
観
光
地
が
あ
り
ま
す
。

　

足
摺
半
島
に
位
置
す
る
佐
田
山
国
有

林
は
、
林
木
遺
伝
資
源
保
存
林
に
設
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
保
存
林
に
は
、
樹

齢
140
年
を
超
え
る
常
緑
広
葉
樹
（
シ
イ

や
ア
カ
ガ
シ
等
）
の
大
木
が
生
育
し
、

貴
重
な
生
態
系
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

10
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
頃
に
は
、
林

床
に
シ
イ
の
根
に
寄
生
す
る
不
思
議
な

植
物
ヤ
ッ
コ
ソ
ウ
が
顔
を
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
影
平
山
国
有
林
及
び
佐
田
山

国
有
林
約
59　

で
は
、
平
成
26
年
８
月

に
「
足
摺
白
皇
山
・
自
然
と
歴
史
保
全

活
動
の
会
」
と
多
様
な
活
動
の
森
（
名

称
：
足
摺
・
照
葉
（
て
る
は
）
の
森
）

に
お
け
る
森
林
整
備
等
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
、
市
民
参
加
に
よ
る
歩
道
の

修
理
や
自
然
観
察
会
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

雄
大
な
太
平
洋
を
望
む
自
然
豊
か
な

大
堂
海
岸
、
柏
島
、
足
摺
岬
な
ど
景
観

に
優
れ
た
観
光
地
や
カ
ツ
オ
、
清
水
サ

バ
な
ど
の
魚
で
有
名
な
土
佐
清
水
市
、

大
月
町
に
一
度
、
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

ha

ha


